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都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
お
お
む
ね
二
十
年
後
を
展
望
し
た
将
来

の
平
原
市
の
姿
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
都
市
計
画
の
墓
本
的
な

方
針
を
示
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
新
平
塚
市
総
合
計
画
に
即
し
、
都
市
計
画
分
野
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る
も
の
で
、ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

の
意
向
把
握
や
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
の
提
案
な
ど
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
意
見
と
庁
内
で
の
検
討
を
経
て
こ
の
た
び
素
案
を
ま
と
め
ま
し

た
。
素
案
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

都
市
マ
)ス
タ
1

フ
ラ
ン
は

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
、
市
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
つ
つ
、
都
市
の
目
標
と
す
る
将
来
都
市
像
な
ど
都

市
計
画
の
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
も
の
で
す
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
路
や
公
固
な
ど
の
都
市
随
設
の
整
備
や

土
地
利
用
の
規
制
や
誘
導
な
ど
様
々
芯
こ
と
を
総
合
的
に
考
え
、
ま

た
、
効
果
的
に
順
序
よ
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

平
塚
の
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
平
塚
の
将
来
の
発
展
や
成
長

を
考
え
、
ま
た
、
永
年
蓄
積
、
継
承
し
て
き
た
平
塚
の
貴
重
な
財
産

を
次
の
世
代
に
上
手
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
二
十
年
後
の
平
塚
の
姿

を
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
創
造
し
て
い
く
も
の
で
す
。

都
市
マ
来
タ
1
フ
ラ
ン
の
役
割

1
.市
全
体
の
将
来
像
や
地
域
己
と
の
目
標
を
、

わ
か
り
や
す
く
示
し
ま
す
。

2
.将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
土
地
利
用
や
都
市
堕
設
な
ど
長
期

的
・
総
合
的
な
整
備
方
針
を
示
し
ま
す
。

3.
平
塚
ら
し
さ
、
地
域
ら
し
さ
を
活
か
し
た
、
平
塚
独
自
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
し
ま
す
。

4
.策
定
の
段
階
か
ら
市
民
の
意
見
を
聞
き
、
市
民
の
参
加
に
よ
り
実

現
し
て
い
き
ま
す
。

図
な
ど
を
利
用
し
て

-道路、公園、下水道整備
.土地区画聾理事業
-地区針画、建築協定
.まちづくりのルール

-平塚都市計画

・交通マスタ一フラン

.緑の基本計画

・都市景観基本計画

都市づくBの基本理念
問市 像 | 

広報ひらつかは再生紙を使用しています

弔塚の20年後の将来に向け、住みやすさ、生

活の豊かさ、個性の際立つ魅力ある都市とするた

め、都市づくりの基本理念を、市民とともに、、住
n 

みやすいまちづくりぺ、自然を活か

したまちづくりへ、活気あるまちづ

くり H とします。
主 原げ将来は、都市づくりの基本理念を市民と共有することがら始まります。

今までの歴史と都市の成り立ちなどの経緯を十分に認識し芯がら、これうを

次の世代に詣実に継承し、また、新た芯都市を創造することを心がけるために、

市民雄もが理解し、共鳴できる都市づくりの目標を掲げます。

1.都市基盤の整備により、居住環境と防災性の向上を図り、安全で人にやさ

しい都市づくりを進めます。

2.自然環境と歴史資源など平塚固有の資源を活かし、環境と共生する個性あ

る都市づくりを進めます。

3.新たな機能の誘導により、快適で利便性の高い都市づくりを進めます。

4.広域連携と交流により、活気ある都市づくりを進めます。
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将来の平塚市

~ 
凡例

亡 コ住居系市街地

~沿道系市街地
箆図工書 ・墨書柿困地

Eコ 臨港地 ー農地

巨ヨ自動車耳周道路

Eヨ幹線道路

巨ヨ側通語(給量制l
Eヨ 補助幹線道路

Eヨ 紙管制施機器棚

~ 地区公園(計画)
@ 近備公園(It画)
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例凡 自動車耳周遇措(奈聾瞳)

幹線道路

tI韓遇措{来聾輔禍坦)

補助舵路道路

瞳動的揖通路{来型蝿・情哩}

近傍公園(既位)

近骨量公珊(It碩}

。土地利用の基本的な考え方

良好な住宅地を形成するため、

周辺の工場や公共施設との調

和を図るとともに、環境に配

躍した多様芯都市機能の集積

を図ります

。交通体系の基本的な考え方

-新幹線新駅への交通アクセス

の向上など、都市間交通のス

ムーズ砿対応のため、幹線道

路網の整備を推進します

。地域の魅力づくりの考え方

-新幹線新駅設置に向けてのツ

インシティ構想を受け、平 塚

北部の玄関口として環境と共

生 した新たな拠点の形成を図

ります

。土地利用の基本的な考え方

ー良好君主住宅地を形成するため、

工業系市街地周辺の土地利用

の純化を図るとともに、幹線

道路沿道の土地 の有効利用を

促進 します

。交通体系の基本的拡考え方

ー都市 間交通のスムー ズな 対応

のため、湘 南新道の整備 や萩

原八幡線など幹線道路の整備

を推進 します

。地域の魅力づくりの考え方

-総合公園を 緑とのふれあい拠

点 とし、相模川河川敷の有効

利用による緑地 の確保や渋 田

川|の親水空間な ど地域 資 源を

活用 した、 歩行 者 空間や緑の

ネ ットワークを形成し、 魅力

ある都市空間を創出します

。土地利用の基本的な考え方

-住居系、商業系、 工 業系、それ

ぞれの土地利用の純化 を図る

とともに、平塚駅周辺における

土地の高度利用を促進します

O交通体系の基本的な考え方

平塚駅における交通結節機能

の充実や駐 車場駐輪場の整

備を図るとともに、平塚の顔

と して魅力ある広場整備を推

進 します

。地域の魅力づくりの考え方

. !駅を中心とした商業、業務、

交通な どの都市機能と文化施

設の集積する市役所や見附台

周辺は、にぎわいのある魅力

と活気が感じられる都市空間

づくりを進めます

ー旧東海道である東海道本通り

周辺は、歴史を感じさせる街

並みづくりを推進します。

-相模川 河川敷周辺の有効利用

を図。、市民が憩えるスポー

ツ広場などの整備や緑化の 推

進による広域的なレクリエー

ション拠点づくりを図ります

国af@COu答怒とあそuffsoケ務彩ク猪!fflg-c9d:.三子
ー~ 都市間交通のスムース"な対応や平既駅なと、へのアクセス性の向上を図ると
E註司 ともに、農地の残る居住環境と調和し、環境に配慮した利便性の高い多様な

圃 園 都市機能が集まるまさえづくりを目指します。

yインシティの拠点づくり ~ 
レクリ工ーションと
水辺が綱相したゾーン

公共施位周辺町環嶋監傭

東西空過を容易にする
幹線道路の盤情

凡例

Eコ 住居高市街地

R 沿道系市街地

図B
仁 コ車落地層地

巨 ヨ 幹線道路

Eヨ 同道路{来型白州l

Eヨ 楠助綜線道路

Eヨ 睡 附 置 踊[縫 n'j

9 地区公園側面)

@ 近際公園(計画)

間ふ!差ïaffftフμ'éd-'Ê:磁乙?弱!fflgø~5
~当 住 宅地 の居住環境の向上を図るとともに、 幹線道路や生活道路及び公園芯

白宮司 ど都市基盤 の整備を推進 し、沿線のにぎわいと工場地との調和のとれた利便

・・ 性 の高いまちづくりを目指します。

水辺町脱水空間接備と
録の図面づ〈り 114 

凡例

亡コ住居系市街地

仁コ近隣観曹地

開一地工量産量嘉市面槍

車道地・農地

E型 大線操公図

Eコ 大躍揖公共位協世

戸=司齢線道路

4ー斗側道路保釧量壇・

トーベ補助幹線道路

t三ゴ樹i~1f迎怯量制島

. 近隣公園(既往}

⑫ 近隣公悶{計画)

~#&刀7tZ脇信字ζ-::-Lノとlf;ウと;g;気三ク;をずL/3!7-c9~5
~ 平塚の中心となる都市拠1，1主として、商業、業務機能の適切芯配置による魅力

量后司ある空間づくりや周辺住宅地の都市的利便性の高いまちづくりを目指します。

ヒコ住居高市街地 巨ヨ岬娘道路 局 地E畑 (It画)
国醐・鮒柿棚田糊遇措{糊・!~l!Ij . ~I:畑腿j
L Ji丘陽商興地 ト--l補助事宇線道路 曹

傷害司沿道高市街地 r-:l掴鵬悩誼(組閣・側、@ 邸公園(It画)
腕捗4工軍唖m昼前割地



。土地利用の基本的な考え方

-良好な居住環境の形成と恵ま

れた自然環境との調和を図り

ます

-自然環境と調和した産諜研究

ソーンの形成を図ります

問教委tJ(1f:t援を乙ヲ~!?JêÉt:然うをgU5f73友三7
~ 恵まれた自然環境が身近に感じられる居住環境を形成するとともに、大学

Z佐当との文化交流や留か花王自然を活かした交流拠点づくりの進んだまちづくりを

圃圃目指します。

。受ヨ重体系の基本的広考え方

-地域の発展を支えるために都

市間交通の骨格と芯る(仮)湘

南E陵幹線などの幹線道路網

の整備を推進します

。地域の魅力づくりの考え方

-東海大学や神奈川大学との交

流や地域の歴史や文化の活用

による、生活に密着した 公 共

性と商諜性を兼ね合わせた複

合的なエリアを真田、北金目

地区に形成します

-鷹取山周辺から西へ連なる湘

南丘陵の盤かな緑と自然環境

を活用した親しみとうるおい

のある新た芯交流を育む拠点

を形成します

将来都市構造

(1)都市拠点の形成
商業・諜務 交通と文化・交流 研究芯どの都市機能を地域特性を活かして複合的に集約し、 個

性と活力を増進する地域を 「拠点」として位置付けます。

【都市拠点】

商業-業務-亥3盈と文化・行政芯どの都市機能が集積する平場蕩R周辺や市役所周辺及び見附台周

辺を結んだ区域周辺を都市拠点とし、商業環境の充実や多様な都市機能の高度な集砲を図ります。

【ツインシティ拠点]

新幹線新駅最置に向けてのツインシティ構想を受け、平塚市北部の新たな玄関口として、環境と

共生した新た芯拠点の形成を図ります。

【緑とのふれあい拠点】

ゆとりとやすらぎを感じる緑の環境を湘南平や湘南丘陵及び総合公園忽どに充実させ、文化、研

究、交流芯どの都市機能と調和するふれあいの場の整備による地域の個性化を図ります。

【水辺とのふれあい拠点】

自然資源としての平塚海岸や相模川などの水辺の空間は、その環境を保全するとともに、自然と

ふれあう場として整備を進め、 スポーツやレジャー -レクリエーシヨンなど多様な交流を育む都市

機能の集積を図ります。

【大学忽どとの交流銀掠】

東海大学、神奈川大学などとの連携による学術、文化環境の形成と小田急線東海大学前駅に近接

する真田・北金目地域の都市基盤整備を進め、商業、交流などの都市機能の集積を図ります。

(2)都市軸の形成
都市活動に必要な情報、交通忽どのネッ トワークによる連携と交流を通して、広域や都市間など

とのつ主主がりを活性化するための都市空間を「軸」として位置付けます。特に都市を象徴する魅力

ある都市空間を 「シンボ、ル軸Jと位置付けます。

【シンボル軸】

都市拠点を中心として、南は平塚海岸の水辺とのふれあい拠点と結び、北へは総合公園へ至る南

北の都市空間とし、景観に配慮した美しいまちづくりを創造します。

【広域連携軸】

近隣都市との連携や交流を促進するため、道路や鉄道忽どの機能充実を図る広域と連携する軸を

放射状及ひち定西方向のバランスに配慮したネッ トワークとして形成 します。

。土地利用の基本的芯考え方

-比較的多く残っている宅地化

農地の計画 的芯宅地化による

良好な居住環境の形成を図る

とともに、地域に密着した多

様な都市機能の集積を図りま

す

。交通体系の基本的な考え方

ー地域の発展を支えるために都

市間交通の骨格となる湘南新

道広どの幹線道路網の整備を

推進します

。地域の魅力づくりの考え方

-高麗山から西へ連なる丘陵の

緑や斜面緑地が醸し出す自然

景観を保全し、身近にうるお

いの感じられる市街地環境を

形成します

d 

地区公国{計画]

近隣公園{既段}

退院公図{計画}

~都市可集号

。土地利用の基本的な考え方

-緑豊かな田園環境の保全と調

和による良好な居住環境の形

成を図ります

。交通体系の基本的な考え方

-東西の地域間交通に対応した

幹線道路の整備やパス路線の

充実を促進します

。地域の魅力づくりの考え方

-県農業試験場の跡地は、市民

の手 による花と緑の森、レク

リエー シヨンの場や地域の防

災機能の向よのため、有効活

用を促進 します

動植物の生息が見られる鈴川、

大根川、板戸川の 3川合流地

点は、川と田園のビオトーフ

を活かした緑地空間の形成を

図ります

閉 ぷ差聖法.
閉lOeタクJZ
E同 線盟副しつつ、
副副固形成と生慣した王

111と

/ 

。土地利用の基本的な考え方

住宅地の良好芯居住環境の維

持保全を図ります

-地域商届街の買い物環境の向

上を図るとともに平塚駅周辺

の商業機能の集積を図ります。

O安ヨ重体系の基本的な考え方

-東西の広域的忽交通需要に対

応するため、新湘南国道忽ど

の整備を促進します

南口広場は、駐輪場や駐車場

の整備を検討 し、海へのネッ

トワークにふさわしい広場整

備を推進します。

。地 域 の魅力づくりの考え方

-南口広場から平塚海岸へとつ

ながる空間は、松の緑を活か

した街並みや水辺のイメージ

を街に取り込む芯ど魅力ある

都市空聞を創造します

-平塚新港力、うピーチjてークは、

新港の多目的利用と連続した

総合的花王監備を推進し、広域

的芯レクリエーション拠点づ

くりを推進します
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土
地
利
用
の
方
針

市
全
体
が
調
和
し
自
然
環
境
と
共

生
す
る
土
地
利
用
を
も
と
に
、
新
た

芯
都
市
機
能
の
誘
導
、
秩
序
あ
る
市

街
地
の
成
長
に
よ
る
適
正
な
機
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配

置
と
居
住
蹟
境
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

O
土
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-
良
好
芯
都
市
基
盤
を
形
成
し
て
い

る
地
域
は
、
そ
の
居
住
環
境
を
保
全

し
、
渋
田
川
以
西
な
ど
は
基
盤
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
低
居
住
宅

地
、
低
中
居
住
宅
地
及
び
周
辺
の
住

宅
地
と
調
和
し
た
都
市
型
集
合
住
宅

地
の
立
地
を
図
り
ま
す
。

〈
商
業
・
業
務
地
〉

・
平
康
駅
周
辺
は
商
業
・
業
務
機
能

の
強
化
を
図
。
、
市
役
所
や
見
附
台

周
辺
は
文
化
・
行
政
施
設
の
集
積
を

推
進
す
る
と
と
に
よ
り
、
商
業
環
境

の
充
実
や
土
地
の
高
度
利
用
を
促
進

し
、
都
市
機
能
の
集
積
を
図
り
ま
す
。

.
幹
線
道
路
の
沿
道
な
ど
長
年
地
域

生
活
を
支
え
て
い
る
近
隣
商
業
地
は
、

商
業
機
能
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

主
要
な
幹
線
道
路
の
沿
道
な
ど
は
、
新

た
な
生
活
様
式
に
対
応
し
た
土
地
利

用
の
誘
容
を
図
り
ま
す
。

〈
工
業
・
研
究
・
流
通
業
務
地
〉

・
相
模
川
沿
い
の
工
業
地
は
、
生
産
環

境
の
維
持
強
化
を
図
。
、
周
辺
住
宅
地

と
の
住
工
混
在
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

.
湘
南
E
陵
で
の
新
た
な
産
業
研
究

機
能
の
充
実
や
幹
線
道
路
の
沿
道
で

の
立
地
特
性
や
利
便
性
を
活
か
し
た

流
通
業
務
地
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

〈
集
落
地
・
農
地
〉

・
市
街
化
調
整
区
域
の
優
良
な
農
地

や
集
落
地
は
、
生
産
環
境
の
維
持
や

保
全
を
図
り
、
集
落
地
の
良
好
な
環

境
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

〈
緑
地

・
自
然
系
用
地
〉

平
塚
海
岸
や
相
模
川
、
金
目
川
な

ど
の
水
辺
や
湘
南
丘
陵
の
緑
地
は
、
そ

の
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
す
る
と

と
も
に
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
活

用
し
ま
す
。
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変
通
体
系
の
方
針

市
民
生
活
の
利
便
性
や
産
業
活
動

の
効
率
性
の
向
上
芯
ど
良
好
な
都
市

活
動
を
支
え
る
た
め
、
道
路
網
や
公

共
交
通
機
関
及
び
歩
行
者
空
間
の
総

合
的
芯
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

。
交
通
体
系
の
整
備
方
針

〈
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
〉

大
霊
の
交
通
需
要
が
発
生
す
る
東

西
の
幹
線
道
路
や
近
隣
都
市
聞
に
連

絡
す
る
放
射
状
及
び
環
状
の
幹
線
道

路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
ま
す
。

〈
幹
線
道
路
網
の
整
備
〉

広
域
交
通
需
要
に
対
応
し
、

首
都

圏
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
を
強
化
す

る
た
め
、
広
域
幹
線
道
路
網
の
整
備

を
推
進
し
ま
す
。

・
橋
の
交
通
混
雑
を
緩
和
す
る
と
と

も
に
、
近
隣
都
市
閣
の
連
絡
を
強
化

し
、
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、

都
市
間
交
通
に
対
応
す
る
幹
線
道
路

網
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

市
街
地
中
心
部
の
交
通
混
雑
の
緩

和
や
地
域
聞
の
連
携
強
化
を
図
。
、
老

朽
化
や
狭
い
橋
の
改
良
に
努
め
、
災

害
時
で
も
安
全
な
都
市
内
幹
線
道
路

網
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

〈歩
行
者
空
間
の
整
備
〉

・
歩
行
者
の
安
全
性
や
快
適
性
を
向

上
さ
せ
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
誰

も
が
容
易
に
通
行
で
き
る
空
聞
を
確

保
す
る
た
め
、
歩
行
者
空
間
の
充
実

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
な
ど
生
活
道

路
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

〈
公
共
交
通
網
の
充
実
〉

・
ラ
イ
ナ
ー
ホ
ー
ム
の
新
設
、
平
塚

駅
に
集
中
す
る
パ
ス
路
線
の
円
滑
化

や
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
検
討
な
ど
を

公
共
交
通
網
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

〈
平
場
駅
周
辺
の
整
備
〉

・
商
業
空
間
や
駅
南
北
に
お
け
る
歩

行
者
の
回
避
性
や
駅
前
広
場
で
の
歩

行
者
優
先
の
空
間
づ
く
り
と
と
も
に
、

交
通
結
接
点
と
し
て
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

機
能
の
強
化
や
駐
車
場
駐
輪
場
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

。
都
市
景
観
形
成
の
方
針

〈面
的
要
素
の
景
観
づ
く
り
〉

-E
陵
の
最
観
は
緑
の
連
続
性
を
保

つ
山
並
み
の
陵
線
の
維
持
や
、
斜
面

緑
地
を
保
全
し
、
田
園
の
景
観
は
農

地
や
集
落
地
を
大
切
に
し
た
田
園
風

景
の
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
市
街
地

の
景
観
と
し
て
平
塚
の
顔
と
な
る
シ

ン
ボ
ル
性
の
創
出
と
潤
い
と
や
す
う

ぎ
の
あ
る
都
市
空
間
を
創
出
し
ま
す
。

〈線
的
要
素
の
景
観
"
つ
く
り
〉

・
都
市
の
顔
と
な
る
道
筋
、
海
や
文

•••••••••••••• 

市
民
が
憩
え
る
緑
の
空
間
を
創
出
し、

魅
力
あ
る
都
市
空
聞
を
形
成
し
ま
す
。

〈レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
l
ン
の
整
備
〉

・
平
塚
海
岸
や
相
模
川
に
お
い
て
、
広

域
的
に
利
用
で
き
る
公
園
や
緑
地
芯

ど
の
整
備
を
推
進
し
、
平
塚
八
景
な

ど
観
光
地
や
水
辺
を
結
ぶ
多
様
な
緑

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
ま
す
。

〈
都
市
防
災
に
役
立
つ
緑
の
整
備
〉

・
安
全
な
都
市
を
目
指
し
、
災
害
時

の
避
難
路
や
延
焼
防
止
帯
と
な
る
様
々

な
緑
の
回
廊
を
形
成
し
ま
す
。

〈
地
域
の
身
近
な
緑
の
保
全〉

-
E陵
地
の
斜
面
緑
地
、
生
産
緑
地

や
保
全
樹
林
及
び
松
林
の
緑
な
ど
身

近
な
緑
の
維
持
保
全
に
努
め
ま
す
。

化
施
設
へ
導
く
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
、
東

海
道
な
ど
の
歴
史
資
源
の
活
用
な
ど

に
よ
り
美
し
い
街
並
み
の
形
成
を
図

る
と
と
も
に
、
市
民
が
身
近
に
親
し

め
る
水
辺
空
間
の
整
備
や
河
川
沿
い

の
緑
化
に
よ
る
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
の
演

出
を
図
り
ま
す
。

〈
点
的
要
素
の
最
観
"
つ
く
り
〉

平
塚
海
岸
、
湘
南
平
、
総
合
公
園

芯
ど
は
、
緑
の
連
続
性
と
と
も
に
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
演
出
や
市
民

の
憩
い
の
場
の
空
間
を
創
出
し
ま
す
。

・
金
目
観
音
周
辺
は
、
金
目
川
の
親

水
性
の
確
保
と
と
も
に
、
歴
史
や
文

化
資
源
の
保
全
や
活
用
を
図
り
ま
す
。

-
中
心
商
居
街
や
市
役
所
を
中
心
と

自
然
と
緑
の
方
針

。
自
然
と
緑
の
基
本
方
針

〈
自
然
と
緑
の
保
全
〉

・
平
塚
の
自
然
と
線
を
形
成
す
る
海
、

川
、
丘
陵
、
田
園
は
、
そ
の
自
然
生

態
系
を
維
持
保
全
す
る
と
と
も
に
、
自

然
に
触
れ
て
学
習
す
る
空
間

(
ピ
オ

. 近級公IIIHIUt)

0 近備公園(断面}

自然と緑の方針図

ト
ー
ブ
)
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

〈
市
街
地
に
お
け
る
緑
の
充
実〉

・
緑
の
骨
格
と
な
る
公
園
や
緑
地
芯

ど
の
公
共
緑
地
の
整
備
や
大
規
模
工

場
地
な
ど
の
民
間
施
設
の
緑
化
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
中
心
商
業
地
に

...河JlIと舗の"を
つ〈る傾化の扇風

員好な水辺の
鳩m和したゾーン

-・・郎自主つ〈る

す
る
公
共
施
設
周
辺
は、

に
ぎ
わ
い

と
潤
い
の
あ
る
街
並
み
を
演
出
し
、
快

適
芯
歩
行
者
空
間
の
確
保
と
建
物
デ

ザ
イ
ン
と
の

一
体
感
を
図
り
ま
す
。

〈既
成
市
街
地
の
防
災
環
境
の
維
持
・

改
善〉

-
商
業
施
設
や
住
宅
な
ど
の
建
物
が
密

集
し
た
既
成
市
街
地
で
は
、
防
災
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
建
物
の
共
同
化
・

不
燃
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
緊
急

時
の
オ
ー
ブ
ン
ス
ペ
ー
ス
や
生
活
道
路

や
公
園
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ご意見をお寄せください
都市マスタープランの素案に対する皆さんのご意

見を郵便、ファクスのほか、公民館などに備えてあ
る 「市長への手紙j 等でお寄せください。

。期限 3月27日(金)
。提案・ 問 い合わせ先

-郵便の場合〒254-8686
都市計画課計画係

ーファクスの場合困23-9467
-問い合わせ ft23-1111 (内線429)

平塚市浅間町 9-1 

〈
周
辺
市
街
地
の
基
盤
整
備
の
推
進
〉

開
発
な
ど
の
宅
地
化
が
進
む
地
域

は
、
防
災
環
境
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

緑
地
の
保
全
、
幹
線
道
路
や
生
活
道

路
及
び
公
園
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

〈
工
業
地
周
辺
の
防
災
環
境
の
改
善
〉

-工
場
や
住
宅
が
混
在
す
る
地
域
は、

災
害
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

住
工
混
在
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、

火
災
延
焼
の
遮
断
帯
と
芯
る
道
路
や

工
場
周
辺
の
緑
化
を
推
進
し
ま
す
。

〈
安
全
確
保
の
た
め
の
避
難
施
設
整
備
〉

.
災
害
発
生
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

避
難
路
と
し
て
の
幹
線
道
路
の
整
備

や
避
難
地
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

〈緑
地
の
保
全〉

・
公
園
や
生
産
緑
地
な
ど
の
オ
ー
ブ

ン
ス
ペ
ー
ス
は
、

火
災
の
延
焼
防
止

や
遅
延
効
果
が
期
待
さ
れ
る
た
め
保

全
し
防
災
資
源
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

整
備
の
方
針

。
河
川
整
備
の
方
針

水
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
護

岸
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
生

態
系
に
配
慮
し
た
ピ
オ
ト

|
ブ
の
創

出
や
親
水
空
間
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

O
下
水
道
整
備
の
方
針

-
快
適
砿
生
活
環
境
の
確
保
や
公
共

用
水
域
の
水
質
保
全
、
雨
水
対
策
の

た
め
、
市
街
化
区
域
や
市
街
化
調
整

区
域
の
集
落
地
の
整
備
を
図
り
ま
す

0

0
そ
の
他
の
都
市
施
設
整
備
の
方
針

-
ご
み
処
理
施
設
、
火
葬
場
な
ど
の

都
市
施
設
は
、
将
来
需
要
に
応
じ
た

施
設
整
備
を
図
り
ま
す
。

。
住
宅
地
整
備
の
方
針

-
基
盤
整
備
が
遅
れ
て
い
る
地
区
や

宅
地
化
農
地
芯
ど
は
、
土
地
区
画
整

理
事
業
や
地
区
計
画
な
ど
の
活
用
に

よ
り
、
計
画
的
に
良
好
な
居
住
環
境

の
形
成
を
図
り
ま
す
。

。
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
が
安
全
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
建
物

や
道
路
、
公
園
芯
ど
に
お
い
て
の
障

害
を
除
去
し
、
ゆ
と
り
と
や
さ
し
さ

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
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